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任
期
３
期
目
を
迎
え
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
！ 

 令
和
２
年
３
月
卒
業
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６
２
名
の
皆

さ
ん
の
新
規
加
入
で
萠
芽
会
の
総
会
員

数
が
３
千
百
名
を
超
え
ま
し
た
。
機
電

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
更
に
結
束
し
て
、
機
械

電
気
科
を
盛
り
上
げ
在
校
生
と
の
絆
を

一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

会
長
就
任
し
て
早
や
４
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
令
和
２
年
・
３
年

度
も
引
き
続
き
萠
芽
会
の
ま
と
め
役
を

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
恙

な
く
重
責
を
熟
せ
て
来
ら
れ
た
の
も
、

西
村
科
長
は
じ
め
機
電
の
先
生
方
の
ご

協
力
の
お
陰
で
あ
り
、
永
年
機
電
科

で
教
鞭
を
と
ら
れ
昨
年
３
月
の
ご
退

任
間
も
な
い
９
月
に
ご
永
眠
さ
れ

た
生
駒
純
一
先
生
か
ら
は
特
に
萠

芽
会
活
動
に
ご
理
解
ご
厚
情
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ

ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
先
生
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
進
し
て
参
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
平
成
卒
の
若
手
役
員
が
中

心
に
な
り
高
い
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
で
活
動
に
参
画
し
続
け
て
く
れ
た

こ
と
は
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
平
成
卒
役
員
８
名
の
参
画

は
萠
芽
会
の
特
長
で
あ
り
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
任
期
３
期
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
向
う
２
年
の
活
動
方
針
を

お
伝
え
し
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
後
輩

を
思
い
、
在
校
生
の
学
び
の
場
を
広

め
高
め
る
た
め
の
支
援
を
強
化
し

ま
す
。 

ま
ず
、
ロ
ボ
コ
ン
本
選
出
場
を
期

し
、
予
選
出
場
に
向
け
た
準
備
活
動

へ
支
援
を
高
め
ま
す
！ 

  
 
 
 

次
に
、
資
格
取
得
は
人
生
学
び
の

証
し
、
”
Ｊ
ｒ
．
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
”

顕
彰
受
賞
者
へ
支
援
を
厚
く
し
ま

す
！ 

 

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
へ
講
師

を
継
続
派
遣
し
、
就
活
候
補
企
業
の

紹
介
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
！ 

そ
し
て
、
在
校
生
・
新
卒
生
・
若
手
会

員
と
の
交
流
深
め
る
”
翠
都
会
”
活
動

を
支
援
し
ま
す
！ 

 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
科
長

の
西
村
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新

科
長
の
鈴
木
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
緊
急
事
態
宣
言
発
令
下
大
変
厳
し

い
ご
就
任
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越

え
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
今
後
は
先
生
方
と
の

連
携
を
よ
り
密
に
し
、
生
徒
諸
君
の

励
み
に
な
る
よ
う
な
支
援
活
動
に
一

層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

以
上
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

     

                            

   

                            

松
下 

靖 

萠
芽
会
会
長 

 

Ｍ
Ｅ
３
ａ 

中
野 

雄
太 

 

都
工
で
は
、
部
活
動
や
レ
ス
キ
ュ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
校
外
で

の
資
格
取
得
な
ど
三
年
間
を
通
し
て

多
く
の
事
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

今
振
り
返
れ
ば
良
い
思
い
出
で
は
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
後
悔
は
残
っ
て

い
ま
す
。
後
悔
は
失
敗
だ
と
捉
え
ら

れ
や
す
い
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
そ

れ
は
成
長
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
気
が
付
け
な
か
っ
た
こ
と
を

気
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
反
省
と
し

て
次
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
け

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
年
間
、
都
工
で
多
く
の
事
に
挑

戦
し
た
分
、
多
く
の
後
悔
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
新
し
く
始
ま
る
社
会
人
と

し
て
の
生
活
に
励
み
、
今
後
後
悔
が

生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
成
長
の
糧
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

会
長
挨
拶 



第 35 号    萠芽会報 

3 

 

 

 

萠
芽
会
々
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
昨
年
度
ま
で
の
西
村
先
生
よ
り

引
継
ぎ
、
本
年
度
よ
り
機
械
電
気
科
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
鈴
木
と
申
し

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
精
一

杯
、
科
の
運
営
に
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 

 

ま
た
萠
芽
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

機
械
電
気
科
に
様
々
な
ご
支
援
や
ご
声

援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
す

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
円

滑
な
科
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
大

変
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  

そ
れ
で
は
令
和
元
年
度
の
ご
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
の
夏
の
レ

ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
機

体
の
駆
動
・
走
行
系
統
の
不
具
合
に
よ

り
、
予
選
に
て
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
２
年
生
が
早
く
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
予
選
を
突
破

し
本
選
に
出
場
で
き
る
よ
う
生
徒
、
教

員
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

  

昨
年
の
体
育
祭
で
の
成
績
は
、
一
年
生

が
３
位
、
二
年
生
が
４
位
、
三
年
生
が

４
位
で
、
総
合
順
位
は
４
位
で
し
た
が
、

２
０
０
０
Ｍ
各
科
対
抗
リ
レ
ー
は
２
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
体
育
祭
は
１
０
月
１
０
日

（
土
）、
文
化
祭
が
１
１
月
１
４
日
か
ら

１
５
日
（
土
、
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
、
母
校
に
お
い
で
い
た

だ
き
、
在
校
生
の
活
躍
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

 

続
い
て
科
の
近
況
報
告
を
い
た
し
ま

す
。 

 

卒
業
生
６
２
名
に
つ
い
て
は
就
職
希

望
者
全
員
の
内
定
が
決
ま
り
、
進
学
希

望
者
も
全
員
の
進
学
先
が
決
定
し
、
３

月
２
日
の
卒
業
式
を
終
え
、
立
派
に
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

  

今
春
の
入
学
生
は
機
械
・
機
械
電
気

科
と
し
て
１
１
１
名
が
入
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
希
望
を
抱
い
て
入
学

し
て
く
る
生
徒
の
成
長
や
、
進
路
選
択
の

助
け
に
な
る
よ
う
教
員
一
同
努
力
し
て

参
り
ま
す
。 

  

ま
た
、
昨
年
度
の
「
ご
卒
業
５
０
年
の

集
い
」
に
は
、
萠
芽
会
の
卒
業
生
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
年
は
６
月
１
９
日
（
金
）
の
予

定
で
す
。
昭
和
４
５
年
の
卒
業
生
の
先

輩
方
は
是
非
、
母
校
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
萠
芽
会
々

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
機

械
電
気
科
の
教
育
活
動
へ
の
さ
ら
な
る

ご
支
援
と
ご
厚
情
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

Ｍ
Ｅ
３
ｂ 

塩
﨑 

俊
介 

 

高
校
時
代
に
頑
張
っ
た
と
思
う

事
は
２
つ
で
す
。
１
つ
目
は
ク

ラ
ブ
活
動
で
す
。
僕
は
１
年
生

か
ら
３
年
間
軽
音
楽
部
で
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

春
Ｍ
Ｉ
Ｘ
や
ネ
ッ
ソ
と
い
っ
た

軽
音
楽
部
連
盟
が
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
を
初
め
、
他
の
高
校
や
都

工
で
行
わ
れ
る
部
内
ラ
イ
ブ
な

ど
ギ
タ
ー
、
そ
し
て
ボ
ー
カ
ル

と
し
て
た
く
さ
ん
の
経
験
と
努

力
、
そ
し
て
仲
間
と
の
協
力
の

大
切
さ
や
責
任
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

２
つ
目
は
、
受
験
勉
強
で
す
。 

僕
は
１
年
生
の
最
後
の
最
後
ま

で
悩
み
、
進
学
を
目
的
と
し
た

英
数
系
列
に
進
み
ま
し
た
。
そ

し
て
ま
た
２
年
生
の
最
後
の
最

後
ま
で
悩
ん
で
、
受
験
先
を
決

め
ま
し
た
。
僕
に
は
、
ま
だ
将

来
の
明
確
な
目
標
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
本
当
に
た
く
さ
ん

調
べ
て
た
く
さ
ん
悩
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
進
学
先
を
決
め

た
の
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
周

り
の
先
生
方
の
お
か
げ
で
受
験

勉
強
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
に
大
阪
府
立
大
学
工
業
高

等
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

先
生
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
こ

こ
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
感
謝
し
て
、
こ

の
経
験
を
忘
れ
ず
に
寄
り
良
い

将
来
に
な
る
よ
う
に 

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。 

僕
の
今
後
の
抱
負
は
、
ま
ず
は

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

る
こ
と
。
そ
し
て
、
困
難
に
も

屈
せ
ず
、
コ
ロ
ナ
に
も
負
け

ず
、
よ
り
良
い
未
来
に
す
る
た

め
の
準
備
と
し
て
、
目
の
前
の

一
つ
一
つ
の
こ
と
を
こ
な
す
こ

と
。 

そ
し
て
、
自
分
ら
し
い
選
択
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

           

鈴
木 

宏
一 

機
械
電
機
科
科
長 

 

科
長
挨
拶 
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令和 2年度機械電気科は、次の職員で生徒指導にあたります。         

（敬称略） 

科 長    鈴木宏一 

三年ａ組担任 前川雄貴     ｂ組担任 山口和宏 

二年ａ組担任 佐藤香織(国語)    ｂ組担任 三好聖治 

ＭＭＥ（一年のみ前期は機械科・機械電気科で共通履修） 

一年一組担任 山田恵実(英語)  一年二組担任 西村嘉人 

 

生活指導係       曽我舜介 

図書視聴覚係      山本弘和 

進路指導課(出向)    磯谷享倫 

生活指導課(出向)    植田裕之 

生活指導課(出向)    井上乃英 

非常勤講師       伊原 登 

 

昨年 3月末にご退職された生駒純一先生が 9月に急逝されました。先生には平

成 5年度より 26年間、長年にわたり教科、生活指導の両面で生徒を指導していた

だき感謝いたしております。心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

また頼元健治先生におかれましては平成 27年度より 4年間、実習や生徒指導で

お世話になっておりましたが、年度途中で退職され後任に井上乃英先生をお迎えし

ました。長年の経験を活かし生活指導課でもご活躍いただいております。 
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牛乳石鹸共進社 株式会社 大阪ガスセキュリティサービス株式会社 

パナソニック株式会社ライフソリューションズ社 三和シヤッター工業株式会社 

東和薬品 株式会社  大阪工場 タカラベルモント株式会社 

株式会社 サクラクレパス 東洋製罐 株式会社 茨木工場 

第一三共プロファーマ 株式会社  高槻工場 日本オーチス・エレベータ 株式会社 

東芝エレベータ 株式会社  関西支社 株式会社 工クセディ 

阪神電気鉄道 株式会社 近畿車輌 株式会社 

株式会社 日立ビルシステム 関西支社 鹿島クレス株式会社西日本支社 

シャープマーケティングジャパン 株式会社 株式会社 日阪製作所 

株式会社 LIXIL トータルサービス関西支店 マツモト機械株式会社 

パナソニック株式会社インダストリアルソリューションズ社 株式会社 日立プラントサービス 

住友化学 株式会社  大阪工場 富士シート 株式会社 

株式会社 日阪製作所 本田技研工業 株式会社  鈴鹿製作所 

大阪市高速電気軌道株式会社 三菱重工冷熱 株式会社 

株式会社 島津製作所 株式会社 吉野工業所  大阪工場 

大阪ガス株式会社 株式会社チノー 

日本貨物鉄道株式会社関西支社(JR貨物) UCC上島珈琲 株式会社 

株式会社 クボタ 芦森工業 株式会社 

シャープエネルギーソリューション 株式会社 阪神電気鉄道 株式会社 

株式会社 LIXIL トータルサービス関西支店 ＯＫＫ 株式会社 

株式会社 Mizkan 大阪工場 ダイハツ工業 株式会社 本社 

日本スピンドル製造株式会社 株式会社 中北製作所 

 

大阪府立大学工業高等専門学校 2名 HAL大阪 

大阪工業大学 3名 大和大学 

大阪市立大学 本田テクニカルカレッジ関西 

立命館大学 大阪ハイテクノロジー専門学校 

近畿大学 大阪アミューズメントメディア専門学校 
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都工を卒業し社会人になって２年が

過ぎ、社会人なって思ったこと。それ

をこの記事に書けと怖い先輩に言わ

れたので書き綴ってみようと思いま

す。 

 

僕は機電とは無縁な土木関係に就

職し施工管理という名のもと、いわ

ゆる現場監督として現在働いていま

す。なんで機電を卒業し、3 年間学

んだことを捨ててまでそっち系にい

ったん？と思われるかもしれませ

ん。 

 

僕が都工の受験を受けた当時、実は

機電ではなく、建築・都市工学に志

望して当時受験を受けました。が、見

事に不合格になってしまい、第二志

望にしていた定員割れの機械・機械

電気に回し合格になった、というわ

けです。 

 

そうなんです。僕が一番やりたかっ

た仕事が土木関係でした。これは高

校入学前からそうで、機電で過ごし

た三年間でその気持ちは変わりませ

んでした。今の施工管理の職業に就

けて後悔はしてませんむしろ嬉しい

気持ちでした。 

 

 

僕は今がとても楽しいです。学校に

行っても楽しくない、勉強したくな

い、という生徒もいると思いますが、

僕も勉強なんてしてなくていつも定

期テストではほぼビリ争いするくら

いおバカでした。 

 

ですが、こんな僕が都工 3年間過ご

し、社会に出た今はっきりと言いま

す。都工に来たなら勝ち組だと思っ

てください。 

 

 

仕事なんていくらでも求人来ている

んで今のうちに求人を見てくださ

い。ちゃんと自分に合った求人が見

つかります。これは保証します。 

 

だから機電生の皆さん、都工を思う

存分楽しみ、頑張ってください。絶対

に楽しい生活が待っているから僕は

お先に楽しんどくね！んじゃ！ 

 

平成 30年卒 元応援団長 

藤原 寿将 
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キューバは米国から長い期間の経済制裁

を受けていたため、国内は基本的に生活必

需品以外の物資がほとんど無い状況で、食

料品も政府からの配給制を取っている。キ

ューバ国民の月の平均収入は数千円ほど

で、その収入のほとんどは配給では不足

する食料や、タオル、石鹸といった生活必

需品で消えていく。 

 

金も物も無い国だが、キューバの人々は実

に楽しそうに生活している。みんな笑顔に

溢れている。なぜ彼らはこんなに充実そう

な顔をしているのか。そんな疑問と好奇心

が頭をよぎったとき、現地に住んでいる日

本人女性『さゆりさん』と出会った。 

 

 

さゆりさん と 筆者くわぽん 

 

さゆりさんはキューバ人の交際相手との

間にできた娘と一緒に住んでおり、首都の

ハバナで日本料理屋や CASAという民泊を

営んだりしている。彼女に、なぜキューバ

の人々はこんなに充実そうにしているの

かを訪ねてみた。 

 

キューバは、社会主義国家であるがゆえ

に、食料は配給制で、教育費や医療費はす

べて無料。生活に必要な物は全て国から貰

えるので、まず生活に関して心配する必要

が無い。それに、そもそも物資が余りない

ため、お金を持っていても持ってなくても

生活水準はさほど変わらない。 

 

平成 25年卒業、編集副部長のくわぽんで

す。今年も会報作成を担当することになり

ました。ここ２年ほどは在校生に対して取

材をし、その取材記事を会報に取り込んで

いました。しかし、あいにく今年は新型コロ

ナウイルスが流行している関係上、在校生

への取材を自粛せざるを得ない状況とな

っており、例年より少な目のコンテンツで

会報をお届けしております。 

 

今年の会報は、シンプルに、分かりやすく、

をテーマにガラッと表紙のイメージを変

えてみました。また、春らしい雰囲気のデ

ザインは『いつか春は来る』という想いを

込めています。新型コロナウイルスで世

の中はピリピリとしていますが、この会報

で、少しでも元気を出してもらえると幸い

です。 

 

さて、私のほうから編集者挨拶も兼ねて、

少し別の話題を。 

 

 

カリブ海に沈む夕日とアメ車 

 

私は昨年、カナダへ留学に行った。留学自

体は半年間だが、その前後で 20 ヵ国、50

都市以上に行き、バックパッカースタイル

で世界一周もした。その中で、カリブ海に

浮かぶキューバという国を訪れたことが

あった。キューバは今も社会主義体制の国

家で、近年ようやく少しずつ自由経済を導

入し始めた国だ。 

『生活できていれば問題ない』それがキュ

ーバの人々の価値観という。これにはか

なり衝撃を受けた。 

 

日本は資本主義国家のため配給制度は無

いが、都市は自律的に回っており、普通に

働いていれば食うに困ることは無い。失業

してしまっても失業保険があり、食うに困る

ことになってしまう際には最低限のセー

フティーネットが充足している。 

 

キューバと違って完全無料とまでいかない

が、医療は格安であり、教育も充実してい

る。賛否両論あるので多くは語らないが、

実は日本は社会保障がかなり充実した国

である。 

 

昨今の新型コロナウイルスの流行によ

り、いつもの日常が少し遠い存在になりつ

つある。日本では緊急事態宣言が出され、

世界中で空港が封鎖され、都市がロックダ

ウンされている。しかし、ここはキューバ

の人々のように『生きていれば問題ない』

と、前を向いていたい限りである。 

 

今は極寒の冬のさなかだが 

大丈夫、いつか春は来る 

 

 

ベランダから望むハバナの市街地 

 

H25年卒 編集副部長 

くわぽん 
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萠
芽
会
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝

の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
浪
速
工
業
会
並
び
に
萠
芽
会
に
絶

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
本
年
３
月
２
日
に
、
栄
え
あ
る
機

械
電
気
科
５
９
期
生
の
６
２
名
が
卒
業

さ
れ
ま
し
た
。
ご
卒
業
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
前
の
２
月
２
８
日
、

機
械
電
気
科
教
室
に
て
私
の
方
か
ら
、

栄
え
あ
る
６
２
名
の
卒
業
生
に
恒
例
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
卒
業
記
念
品
と
し
て
贈
呈

と
同
時
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰

受
賞
者
３
名
に
副
賞
の
贈
呈
を
し
ま
し

た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
中
で
の
式
典
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
現
状
に
伏
せ
ず
機
械
電
気
生
で
の

３
年
間
に
築
き
上
げ
た
絆
を
大
切
に
し
、

天
下
の
都
工
卒
業
生
と
し
た
誇
り
を
全

面
に
持
ち
新
社
会
人
と
し
て
人
生
を
邁

進
さ
れ
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る
事
を
祈
念

致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
去
る
４
月
度
よ
り
就
職
・
進
学
先

に
て
励
ん
で
お
ら
れ
る
中
、
萠
芽
会
総

会
・
懇
親
会
が
本
年
８
月
８
日
（
土
）
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
萠
芽
会
会
報
に
て
、
ご
案
内
致
し

ま
す
の
で
同
窓
生
共
に
ご
出
席
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
我
が
萠

芽
会
は
機
電
と
共
に
「
集
う
・
伝
え
る
・

支
え
る
」
を
主
柱
に
若
手
役
員
を
中
核

と
し
同
窓
会
活
動
を
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
発
揮
し
な
が
ら
展
開
中
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
皆
さ
ん
方
も
中
核
の
一

員
と
し
同
窓
生
と
の
交
流
を
手
始
め
に

「
萠
芽
会
と
機
電
と
共
に
、
あ
な
た
と

共
に
」
を
持
ち
、
新
社
会
人
と
し
て
の
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
他
方
面
に
も
発
揮

し
ご
活
躍
い
た
だ
く
よ
う
期
待
致
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
萠
芽
会
総
会
・
懇
親
会
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
結
び
に
、
萠
芽

会
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

   

                               

令
和
元
年
八
月
二
十
日
に
船
井
電
機
㈱

か
ら
機
械
電
気
科
に
六
五
吋
大
型
４
ｋ

テ
レ
ビ
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
機
電
棟
三

階
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
室
へ
設
置
調
整
を
完
了

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
画
面
の
大
き
さ
や
解
像
度
の
高
さ

に
立
会
の
先
生
方
も
驚
か
れ
大
い
に
満

足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
実
習
授

業
で
既
に
活
用
さ
れ
始
め
て
お
り
、
生

徒
達
も
実
習
意
欲
が
上
が
っ
て
い
る
と

聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
毎
年
五

月
に
開
催
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
で

プ
レ
ゼ
ン
用
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て

利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
九
月
二
日
、
機

電
科
長
の
西
村
先
生
と
小
職
の
二
人
で

柘
原
校
長
の
お
礼
状
を
携
え
船
井
本
社

を
訪
問
、
船
越
社
長
に 

直
接
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

船
越
社
長
は
昭
和
五
九
年
機
械
電
気
科

卒
業
の
萠
芽
会
員
で
あ
り
、
小
職
と
し

ま
し
て
も
萠
芽
会
長
の
立
場
で
今
後
機

会
あ
る
ご
と
に
生
徒
諸
君
へ
機
電
Ｏ
Ｂ

か
ら
の
素
晴
ら
し
い
贈
り
物
で
あ
る
旨

を
紹
介
し
、
生
徒
達
の
勉
学
向
上
の
励

み
に
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

船
越
さ
ん
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
御
社
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

萠
芽
会
会
長 

松
下
記 

船
井
電
機
㈱
様
よ
り
機
械
電
気

科
に
非
常
に
大
型
で
高
機
能
の
テ

レ
ビ
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
テ
レ
ビ
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習

な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
の
提

示
装
置
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に

授
業
に
て
試
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
授
業
の
内
容
を
生
徒
達

に
伝
え
る
の
に
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
贈

り
物
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

船
井
電
機
㈱
様
、
ま
た
萠
芽
会
様

の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
本
校
の
教
育

活
動
を
温
か
く
お
見
守
り
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

機
械
電
気
科
科
長 

西
村
記 

         

 

副
会
長
挨
拶 

髙
橋
良
司 

 
 

 
 

副
会
長 

 
 

 
 

 

（
事
業
部
長
） 

萠
芽
会 
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私
は
熊
取
町
の
民
生
委
員
を
昨

年
の
十
一
月
ま
で
三
十
年
間
務

め
ま
し
た
。
そ
の
民
生
委
員
と

し
て
、
毎
年
取
り
組
ん
で
き
た

の
が
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の

集
い
で
の
寸
劇
へ
の
出
演
で
し

た
。
昨
年
十
月
で
二
十
回
目
と

な
り
ま
す
。
演
目
は
第
一
回
目

と
同
じ
『
金
色
夜
叉
』 

 

『
金
色
夜
叉
』
は
明
治
時
代
の

文
豪
・
尾
崎
紅
葉
の
作
品
で“
熱

海
の
海
岸
散
歩
す
る
貫
一
お
宮

の
二
人
連
れ
”
の
歌
で
お
な
じ
み
の
悲
恋

物
語
で
す
。
そ
の
貫
一
が
私
の
役
。
と
こ

ろ
が
、
学
生
服
が
な
く
、
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
後
輩
の
麻
田
さ
ん
（
平
成
十
六
年

卒
）
か
ら
学
生
服
を
借
る
こ
と
が
で
き
、

五
十
七
年
ぶ
り
に
都
工
の
学
生
服
に
袖

を
通
し
た
の
で
す
。 

  

え
り
に
白
い
カ
ラ
ー
と
Ｍ
Ｅ
の
徽
章
。

顔
に
往
年
の
輝
き
は
な
い
が
、
青
年
の
心

意
気
で
貫
一
を
演
じ
る
。 

 

私
が
演
じ
る
の
は
、
貫
一
が
お
宮
の

両
親
か
ら
い
い
な
づ
け
の
解
消
を
説
得

さ
れ
る
場
面
。
別
れ
に
納
得
し
が
た
い

貫
一
が
独
白
し
ま
す
。 

 

「
人
の
幸
せ
と
い
う
も
の
は
、
金
で
買
え

る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
僕
に
は
財
産
も
何

も
な
い
が
宮
を
愛
す
る
こ
と
で
は
、
富
山

ご
と
き
が
百
人
寄
っ
て
も
到
底
僕
に
は

か
な
わ
な
い
よ
」 

 

今
年
、
喜
寿
を
迎
え
る
私
で
す
が
、

『
人
の
た
め
に
』
微
力
な
が
ら
が
ん
ば

り
た
い
と
思
う
。 

 

昭
和
三
十
七
年
卒 

 

中
科
武
弘 

                      

２
０
１
９
年
３
月
２
４
日
に

「
第
２
回
Ｓ
４
３
年
卒
集
い
の

会
」
を
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ナ
ー
／

天
王
寺
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
古
希
を
迎
え
て
で
の
集

合
と
な
り
７
０
歳
ど
こ
ろ
か
？

ま
だ
ま
だ
元
気
そ
の
も
の
で
現

役
時
代
を
彷
彿
し
な
が
ら
各
自

の
ペ
ー
ス
で
盛
況
の
中
、
時
間
を

忘
れ
な
が
ら
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
（
２
０
１
９
年
／
秋
）
は
一

泊
に
て
再
会
を
約
束
し
解
散
し

ま
し
た
。 

 

後
日
、
第
３
回
に
て
一
泊
旅
行
を
２
０

１
９
年
１
１
月
２
３
．
２
４
日
／
雄
琴

温
泉
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

参

加
者
は
３
名
で
し
た
が
（
織
部
・
宮
城
・

髙
橋
）
ゆ
っ
く
り
温
泉
三
昧
に
て
お
酒

も
進
み
密
度
濃
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

Ｓ
４
３
年
卒
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
３
年

の
間
、
１
０
名
の
連
絡
網
が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
の
状
態
を
継
続
し
、
益
々
元
気

に
「
集
い
の
会
」
を
開
催
し
て
活
性
し
ま

し
ょ
う
。 

 

 

又
、
会
報
記
事
等
に
よ
る
新
た
な
参
加

者
を
期
待
し
ま
す
。 

昭
和
４
３
年
卒
業 

 

髙
橋
良
司 

記 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
第
４

回
目
萠
芽
会
コ
ン
ペ
を
奈
良

の
杜
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
令
和

元
年
９
月
１
８
日
（
水
）
に

開
催
し
ま
し
た
。 

舎
密
会
の
関
根
部
会
長
・
白

羊
会
の
吉
川
部
会
長
に
も
参

加
願
い
、
昭
和
３
８
年
卒
の

馬
淵
さ
ん
も
初
参
加
で
７
名

が
集
ま
り
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
の
中
で
楽
し
く
プ
レ
ー

が
出
来
ま
し
た
。 

  

                 

成
績
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
で
昭
和
４

１
年
卒
松
岡
（
グ
ロ
ス 

９
２ 

Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
１
６
．
８ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
７

５
．
２
）
が
優
勝
、
運
に
も
恵
ま

れ
て
４
連
覇
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は

松
下
部
会
長
で
８
５
で
し
た
。 

今
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

昭
和
４
１
年
卒 

 

松
岡
修
次 

記 

                    

５７年ぶりに着た都工の学生服 

 

 

第 2、3回機電 S43年卒集いの会 

 

 

 

 
第４回 萠芽会ゴルフコンペ開催 
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２０１９年度 萠芽会部会費納入会員ご芳名（９８名） ２０２０ 年 ３ 月 ３１ 日現在 ( 敬称略 ) 

S37 福田 嘉弘 

S37 平田 克彦 

S37 中科 武弘 

S37 谷口 公彦 

S37 田村 實 

S38 佐藤 進 

S38 中泉 敏幸 

S38 無量井 俊 

S38 馬淵 敏治 

S39 芝 喜久夫 

S39 原 光信 

S39 髙橋 数隆 

S39 山本 省二 

S41 倉本 栄治 

H17 左近 敦士 

H17 佐々木 毅 

H19 松崎 貴大 

H20 中嶋 幸平 

H20 石橋 良一 

H21 大西 翼 

H24 長江 子竜 

H24 稲葉 康太 

H25 桑原 達雄 

H27 福井 康太 

H27 浅田 成美 

H30 恩村 城伊 

H30 藤原 寿将

H31 村上 昌史 

S41 山岡 元修 

S41 松岡 修次 

S41 岩地 馨 

S42 木村 豊 

S43 織部真佐美 

S43 髙橋 良司 

S43 安養寺哲夫 

S43 池田 努 

S43 下町 高久 

S44 奥井 徹 

S44 中野 晴夫 

S44 殿川 藤雄 

S44 日野 節夫 

S44 谷 泰明 

S44 岩崎 正造 

S44 竹川 順一 

S44 白井 賢二 

S44 今井 進 

S44 松本都喜夫 

S44 川端 悦夫 

S45 友田 正直 

S46 橋本 聖史 

S46 中尾 弘昭 

S46 斉藤 正明 

S46 木村 信二 

S46 小野 隆 

S46 中村 弘 

S47 松下 靖 

S47 奥谷 悟 

S47 小川 剛 

S47 奥須賀雄二 

S47 喜多 康之 

S47 畠山 重輝 

S47 廣口 隆久 

S47 三木 猛 

S47 小西 康信 

S47 田中 武一 

S49 米田 明弘 

S50 松原 学 

S53 福武 浩一 

S54 松山 利夫 

S56 宮本 忠明 

S57 吉川 雅人 

S57 佐々木敬三 

S57 塩見 安弘 

S58 吉藤 靖史 

S58 鈴木 真二 

S59 船越 秀明 

S59 新熊 輝久 

S59 河本 吉弘 

S60 豊留 保弘 

S61 志水 秀一 

S61 矢倉 浩 

S63 一柳 勝 

H03 山﨑 仁 

H03 松村 和義 

H03 青山 一成 

H05 青山 司 

H05 山下 洋 

H08 安藤 丈晴 

H09 國和 延行 

H09 磯村 和也 

H10 青山 了 

H14 川越 禎仙 

H16 麻田 裕希 

H16 野神 敬志 

H16 岡崎 彰 

H16 角野 義朗 

H16 山崎 大輔 

H16 稲田 剛 

２
０
２
０
年
度 

 

萠
芽
会
役
員
候
補 

 

この場を借りて会費納入のお礼を申し上げます。 
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<訃報> 

昭和３９年卒 山本省二様 令和元年１１月１２日 ご逝去 

昭和４７年卒 米沢 敬一様 平成３１年２月３日 ご逝去 

昭和４９年卒 金 昌秀様 平成２９年６月１９日 ご逝去 

元機械電機科科長 生駒純一先生 令和元年９月１７日 ご逝去 

謹んでご冥福をお祈り致します。 

 

                               

                               

令
和
元
年
七
月
七
日(

日)

Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

梅
雨
の
中
休
み
の
と
て
も
暑
い

日
で
し
た
が
、
本
年
も
盛
会
で

し
た
。 

 

総
会
は
は
じ
め
に
、
機
械
電

気
科
科
長
の
西
村
嘉
人
先
生
よ

り
科
の
近
況
報
告
を
賜
り
ま
し

た
。
議
事
は
会
務
、
会
計
、
会
計

監
査
の
報
告
の
後
、
令
和
元
年

度
の
会
計
予
算
審
議
で
は
、
議

案
書
ど
お
り
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
部
役
員

変
更
に
つ
い
て
も
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
懇
親
会
に
御
来

賓
を
お
迎
え
し
、
松
下
会
長
の

挨
拶
の
後
、
浪
速
工
業
会
理
事

長
の
高
見
積
様
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご

発
声
は
今
回
も
中
科
武
弘
樣
に

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
宴
会
中
、

今
回
は
く
じ
引
き
ゲ
ー
ム
で
多

数
の
方
に
豪
華
景
品
が
当
た
り

ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
歴
代
・
現
役
の
先

生
方
・
浪
速
工
業
会
の
役
員
方

等
、
ご
来
賓
十
六
名
と
新
入
会

員
七
名
を
含
め
た
萠
芽
会
員
三

十
三
名
、
計
四
十
九
名
の
ご
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
な
お
本
年
は

昭
和
４
４
年
卒
、
卒
業
５
０
年
の

４
名
様
の
列
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
岡
崎
会
員
の
ご
家

族
（
奥
様
と
お
嬢
様
）
も
参
加
を

い
た
だ
き
と
て
も
楽
し
く
な
ご

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
応
援

披
露
、
校
歌
斉
唱
、
記
念
撮
影
の

後
、
閉
会
の
辞
は
浪
速
工
業
会
元

理
事
長
で
、
参
与
の
岩
地
馨
様
か

ら
賜
り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
に

大
阪
城
を
目
前
に
仰
ぐ
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
会
場
で
、
盛
況
で
あ
っ

た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
特
に
新
入
会
員
の
方
々
が

多
数
お
越
し
い
た
だ
け
た
こ
と

は
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

今
年
度
の
総
会
は
別
途
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
様
に
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
大
阪
に
て
八
月
八
日
の

土
曜
日
の
午
後
五
時
よ
り
開
始

致
し
ま
す
。
今
回
の
会
場
は
和
室

と
な
り
ま
す
。
ガ
ラ
ッ
と
雰
囲
気

も
変
わ
り
、
夏
の
夜
の
美
味
し
い

料
理
と
よ
く
冷
え
た
ビ
ー
ル
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
旧
知
の
友

と
の
再
会
は
と
て
も
嬉
し
い
も

の
で
す
し
、
ま
た
い
つ
も
新
た
な

出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
是
非
皆
様

方
、
同
窓
生
を
お
誘
い
あ
っ
て
の

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
新
会
員
の
皆
さ

ん
、
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い

沢
山
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
そ
し
て
近
況
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

萠
芽
会
総
会
・
懇
親
会
へ
の
多

数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
皆
で
萠
芽
会
を
益
々

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

Ｓ
４
４
年
卒 

 
 
 
 
 
 

殿
川
藤
雄 

記 
                   

第３９回 萠芽会総会 懇親会は御来賓の御出席も賜り盛大に開催 

  

２０１９年度 総務・会務報告 
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掲載しているイベント情報は、5 月 15 日時点の情報で 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う開催の最新情報は 

萠芽会ホームページ(naniwa.or.jp/hougakai/)を確認ください 

 

 

 

 

 

 

 

 


